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【目的】
　全身麻酔手術患者の術前訪問に関する研究は多く行わ
れているが、局所麻酔手術患者の必要な情報を明らかに
する研究は少ない。Ａ病院手術部では、局所・全身麻酔
共に、全身麻酔手術患者用パンフレットを使用し術前訪
問を行っており、術前訪問で局所麻酔手術患者が必要な
情報を十分に得られているかは明らかではない。よっ
て、局所麻酔手術患者が術前に必要とする情報を明らか
にし、術前訪問の説明内容の示唆を得る。

【方法】
１．調査期間：2012 年 9 ～ 10 月
２．対象：局所麻酔下手術を受ける成人患者 30 名。
３．調査方法：現行パンフレットを用い 、精神的支援
の１項目、患者が直接体験する３項目（手術室への移動、
モニター装着、手術体位）、手術室環境についての３項
目（看護師の服装、手術室入口、手術室の音楽）、手術
安全についての２項目（感染予防、体内遺残）の全９項
目を術前訪問にて説明。術後訪問で半構成的面接を実施。
４．倫理的配慮：術前訪問時、同意書に署名を得た。尚、
本研究はＡ病院倫理委員会の承認を得て行った。

【結果】
　患者が最も必要としていた項目は精神的支援であり、
次いで患者が直接体験する 3 項目、手術室環境について
の３項目、手術安全についての２項目のであった。その
他に患者が求める情報は、処置の苦痛、麻酔方法であっ
た。

【考察】
　手術を控えた多くの患者には、安心したいというニー
ドと、自分に起きつつあることを明確にしたいという
ニードが存在する。現行の術前訪問での説明項目は、す
べてにおいて必要という回答が 60％を超え、中でも精
神的支援では 93％の人が必要とし、直接体験する 3 項
目は、項目平均では 81％の人が必要とした。精神的支
援は、患者の安心したいというニードを満たし、直接体
験する内容は、患者の自分に起きつつあることを明確に
したいというニードを満たしたため、必要という回答が
多かったと考える。
　手術室環境については、緊張の高まりや処置に意識が
向き、必要という回答が項目平均で 70％に止まったと
考える。手術安全については、患者にとって直接体験す
ることではなく、必要という回答が項目平均で 67％に
止まったと考える。その他に患者が求める情報は、患者
が苦痛や不快と感じた内容で、これらは自分の身におき
つつあることを明確にしたいというニードのため、患者
が必要としたと考える。

【まとめ】
　局所麻酔手術患者は、現行の情報提供に加え、手術に
伴う苦痛に関する情報を必要としていた。
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